
名 古 屋 大 学 タ ン デ ト ロ ン 加 速 器 質 量 分 析 計 シ ン ポ ジ ウム 報 告

「タンデトロン加速器質量分析計を用いた１４Ｃ年代測定の利用による
考古学・文化財科学研究の新展開」
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名 古 屋 大 学 年 代 測 定 資 料 研 究 セ ン タ ー
中 村 俊 夫
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近 年 ， 公 共 土 木 事 業 や 宅 地 造 成 の 活 発 化 に 伴 って ， 遺 跡 の 発 掘 が 益 々 盛 ん に お こ な わ れ
る よ う に な り ， 考 古 学 上 の 新 発 見 が 続 出 して い る ． ま た 近 年 の 考 古 学 ブーム に 合 わ せる か
の よ う に 歴 史 史 料 な ど 文 化 財 資 料 の 発 見 も 盛 ん に 報 道 さ れて い る ／ こ の よ う な 新 資 料 の 研
究において，資料の正確な年代測定が望まれている．
表 １ に ， 自 然 科 学 的 手 法 に よる 年 代 測 定 法 を 示 す． 一 般 に は ， 測 定 し た い 対 象 ， 測 定 可

能な年代範囲，測定誤差などの制限により，年代測定の適用は困難な場合が多い．特に，
大 変 貴 重 な 資 料 で は ， た と え わず かで も 資 料 を 破 壊 す る こ と は 許 さ れず， 年 代 測 定 の た め
に資料を破壊する，いわゆる破壊検査は適用出来ない．
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表１．考古学資・試料の年代測定（推定）法

測定法・推定法

［理化学的方法］
カ リ ウ ム ー ア ル ゴ ン 法

フ ィ ッ シ ョ ン ト ラ ッ ク 法

放 射 性 炭 素 法

ウ ラ ン ー ト リ ウ ム 法

熱 ル ミ ネ ッ セ ン ス 法
電 子 ス ピ ン 共 鳴 法

［イヒ学変化を利用する方法］
ラセミ化法
黒曜石水和法

適用試料

溶 岩 ・ 火 砕 流 堆 積 物

火 山 灰 ・ 溶 岩 ・ ガ ラ ス ・

火 砕 流 堆 積 物

生 物 遺 体

化 石 骨 ・ サ ン ゴ

火 山 灰 ・ 貝 化 石 ・ 土 器

鐘 乳 石 ・ 火 山 灰 ・ 化 石 骨

化 石 骨 ・ 微 化 石 ・ 貝 化 石

黒 曜 石 ・ ガ ラ ス

［設定された標準との比較による方法］
古 地 磁 気 法 炉 ・ 土 器 ・ 溶 岩 ・ 堆 積 物
火 山 灰 層 位 法 火 山 灰
年 輪 年 代 法 木 材
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適用年代（年）

１

１

０４～５×１０９

０３～３×１０９

４

１０５

１０５

１０６

１０３～５×１０６

１０３～３×１０４

Ｏ～１０４

ｏ～６×１０

１０４～３Ｘ

１０３～３Ｘ

１０３～３Ｘ



今回のシンポジウムでは，さまざまな年代測定法のうち，
①地磁気編年による考古学試料の年代測定，
②年輪年代学による考古学・文化財科学試料の年代推定，
③地震噴砂跡の考古学的利用，
④フッ素年代測定法によるウマの化石骨の年代推定，
⑤加速器質量分析法による１４Ｃ年代測定の考古学・文化財科学試料への適用．
に つ いて ， そ れ ぞ れ の 分 野 の 先 端 研 究 で ご 活 躍 の 諸 先 生 方 に ご 講 演 頂 い た ． ま た ， 日 本 各
地 ， あ る い は 諸 外 国 で の 遺 跡 調 査 の 現 場 で 直 接 発 掘 に 参 加 さ れ ， 考 古 遺 物 に 触 れ ら れ ， そ
の 考 古 遺 跡 の 研 究 を 精 力 的 に 進 め ら れて お ら れ る 諸 先 生 方 に ， 発 掘 の 現 状 報 告 と 共 に ， 年
代 測 定 の 適 用 結 果 や そ の 問 題 点 に つ いて ご 講 演 頂 い た ． 諸 先 生 方 に は ， ご 多 忙 中 に も か か
わ らず， 北 は 北 海 道 ， 南 は 九 州 か ら ご 参 加 頂 き ， ま た ， 近 在 の こ の 分 野 の 研 究 者 に も 多 数
お集まり頂き，熱のこもった討論が行われた．

シ ン ポ ジ ウム の 講 演 プ ロ グ ラム を 以 下 に 示 す． ＊ 印 を 付 け た 講 演 に つ いて は ， 講 演 の 内
容 を ま と めて 本 報 告 書 に 寄 稿 頂 い た ． 今 後 の 研 究 の 発 展 に 役 立 つ こ とを 期 待 す る 次 第 で あ
る．

研 究 発 表 プ ロ グ ラ ム

Ａ 。 考 古 学 ・ 文 化 財 科 学 に お ける 年 代 測 定 とそ の 応 用
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名 古 屋 大 学 タ ン デ ト ロ ン 加 速 器 質 量 分 析 計 の 現 状 - １ ９ ９ ３ 年 度
名 古 屋 大 学 年 代 測 定 資 料 研 究 セ ン タ ー 中 村 俊 夫 ・ 池 田 晃 子 ＊

地磁気と考古学
富山大学理学部地球科学科

年輪年 代 学 の 現 状
奈 良 国 立 文 化 財 研 究 所 埋 蔵 文 化 財 セ ン タ ー

地震と考古学
工 業 技 術 院 地 質 調 査 所
近 畿 ・ 中 部 地 域 地 質 セ ン タ ー

トルコ・北アナトリア断層の歴史時代の活動
工 業 技 術 院 地 質 調 査 所
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奥 村 晃 史 ・ 吉 岡 敏 和 ＊
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タ タ 縄 文 馬 ” は い た か 」

お 茶 の 水 大 学 生 活 科 学 部

古代鉄器の１４Ｃ年代測定］
東 北 大 学 名 誉 教 授

角筆及びその関連資料の１４Ｃ年代測定
産業技術短期大学（広島大学名誉教授）

Ｂ 。 考 古 学 発 掘 調 査 お よ び 研 究 の 現 状
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九 州 に 於 ける 年 代 測 定 の 一 例 一 縄 文 時 代 中 期 に 関 してー
佐 賀 県 教 育 委 員 会 文 化 財 課

松 浦 秀 治

井 垣 謙 三

吉 沢 康 和

＊
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高 瀬 哲 郎 ・ 徳 永 貞 紹 ＊

南 北 関 東 地 方 に お ける テ フ ラ 編 年 と 旧 石 器 時 代 編 年 と の 接 点 に つ いて
一 群 馬 県 お よ び 武 蔵 野 台 地 の 遺 跡 調 査 事 例 を 通 じ て

藤 岡 市 教 育 委 員 会 文 化 財 課 軽 部 達 也

１ １ ． 北 海 道 に お ける 考 古 学 的 調 査
千 歳 市 教 育 委 員 会

１ ２ ． 遺 跡 を め ぐる 古 環 境 一 昆 虫 お よ び 珪 藻 分 析 を 中 心 に
愛 知 県 教 育 委 員 会

１３．愛知県海部郡佐織町出土の複材くり船の１４Ｃ年代
佐 織 町 教 育 委 員 会

１４．火山と考古学
金 沢 大 学 文 学 部

１５．ロシア極東地方と北海道の先史文化交流について
北 海 道 開 拓 記 念 館

１６．日韓先史時代の比較研究
名 古 屋 大 学 文 学 部
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渡 辺 誠

山 田 悟 郎

守屋以智雄

石 田 泰 弘
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